
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□教育目標 
「ふるさとを愛し 夢や志を抱き 
   心豊かでたくましく生きる子の育成」 
 〇りりしい子（意）〇かしこい子（知） 
 〇やさしい子（情）〇たくましい子（体） 

発行日 令和 6年７月 25日（木） NO.5 

 
校 長   重 山  麻 人 

６月２７日、２８日の二日間、修学旅行に行ってきました。盛大なお

見送りを受け、スクールバスで学校を８：３０に出発、札幌・「かでる

2.7」に荷物を置いて、二つのグループに分かれ、自主研修に出発し

ました。私（重山）は、「ふんすいチーム」に同行しました。１０：００に交

通記念館に到着するためには、大通発の９：４０の地下鉄に乗車しな

ければなりません。しかし、かでる 2.7 に着いたのは、９：２５。ここから

大通駅まで歩き、自動券売機で切符を買って、二つあるホーム（麻生

行・真駒内行）を選択し、無事に乗車できるのか…。一つ間違えば命

取り、今まで調べてきたこと、準備してきたことが命綱です。迷っている 

余裕は全くありません。 

「さあ、いくぞー！」(^.^)/~~~(^^♪(^^)/('◇')ゞ(‘_’)(^.^)。 

 

高校時代に函館へ、大学は東京にと少しずつ故郷を離れ「人生の旅」に出た私（重山）は、大学２年生（２０歳）の時

に、海外（アメリカ）に行ってみようと考えました。まずは準備が必要。旅費をつくるために、アルバイトを始めました。真夏な

のに－３０℃の冷凍庫の中、真夜中にハンバーグをお店ごとに仕分けるその仕事は、３５年前にも関わらず、自給１８００円

の高収入なアルバイトでした。１か月頑張って貯めたお金をもち、インターネットも携帯電話もない中、一か月の一人旅に

出発！ 頼りになるのは、自分自身と『地球の歩き方』という旅行ガイドブックのみ、英語もたいして話せるわけでもないの

に…(^_-)-☆。 

 

旅の楽しさとは、日常の生活環境や生活習慣から離れることで、解放される喜びを味わうことです。何かに縛られず、

行動が自由となり、開放的な気持ちになれることは、嬉しいものです。そして旅のもう一つの楽しみは、新しいものや人との

出会いでしょう。作家の三木清は、「旅は未知のものに向かってゆくこと」と言っています。 

 

今回の旅（修学旅行）は、札幌、小樽での自主研修がメインでした。子どもたちは、事前に調べておいたこと、話し合っ

て決めた計画に従って、しっかり判断、行動しようとしていました。困った時、予定外のことが起きた時には、額（ひたい）を

集めて相談しながら…。子どもたちは、少しずつ、確実に自分の道を歩き始めていることを感じました。いっぺんに遠くの

未知の世界（広い世界）に行くことはできないかもしれない。しかし、日々の学びや生活の中で智慧や経験を身に付け、そ

れを生かし、「未知」のものに向かい、「既知」にしていくことで、自立を進め、自分の力で自らの人生を歩んでいってほし

いと願ったのでした。 

 

子どもたちと一緒にマクドナルドのハンバーガーを食べながら、３５年前、本場・アメリカの McDonald’s で食べた

       hamburger のことを思い出しました。「A．set、please！」で、すべての注文が完了する注文システムには、英語 English

のできない自分はずいぶんと助けられたものです。しかし、そのセットメニューが、今となっては（この年齢になると）食べき

れないという「未知の自分」を、今回の旅で知ることになってしまいました…(~_~;)。 

 

「旅は未知のものに向かってゆくこと」 



  ９月 ３日(火) 午前授業（給食なし） 

４日(水) 参観日（４～６年） 

５日(木) 参観日（１～３年） 

     １０日(火) 午前授業（給食なし） 

     １１日(水) あい風コンサート（全学年） 

     １３日(金) ４年社会見学 

     １８日(水) 集団下校訓練②引き渡し 

     １９日(木) ５年パートナースクール 

     ２６日(木) １・２年社会見学 

  

 

 

 

日 曜日 行   事 給食 
下校バス 

バス➀ バス② バス③ 

1 木          

2 金          

3 土           

4 日 いしかりふれあい DAY         

5 月           

6 火          

7 水           

8 木           

9 金           

10 土           

11 日 山の日         

12 月 振替休日         

13 火 学校閉庁日         

14 水 学校閉庁日         

15 木 学校閉庁日         

16 金           

17 土           

18 日           

19 月           

20 火           

21 水           

22 木           

23 金           

24 土           

25 日           

26 月 夏季休業終了/会議日         

27 火 
第２ステージ開始/通常授業/全校集会(学１)/街頭指導/夏休
み作品展～6 日/夏休み図書返却～8/30/生活リズム配付～
30日/諸費振替日④/P）生活登下校見守り 

○ 14:10 15:00   

28 水 
はまなす小中合同学習/街頭指導/水泳学習中学年/会議日/ 
P）生活登下校見守り/ 

○ 13:55     

29 木 ALT⑯/はまなす水泳/避難訓練② ○ 14:10 15:00   

30 金 水泳学習高学年/スクールカウンセラー④  ○ 14:10 15:00   

31 土           

 

 

 

 

 

夏季休業期間における「学校閉庁日」の設定について 
北海道教育委員会では、学校における働き方改革の取組の一つとして、

全ての学校で「学校閉庁日」を設定し、実施しています。学校閉庁日には基

本的に職員が不在となります。緊急連絡が必要な場合には、次の連絡先ま

でお願いいたします。  

 

１ 学校閉庁日   令和 6年８月 13日(火)・14日(水)・１５日(木) 
２ 学校閉庁日の緊急連絡先     石狩市教育委員会学校教育課

【0133-72-31７1】 
３ 休日の緊急連絡先           石狩市役所 代表電話番号 

【0133-72-3111】 
４ 夏休み中（平日）の連絡先     石狩八幡小学校  

【0133-66-3009】  

第２ステージ「のびのび」 

「海や川などの危険な場所へは近づかない」 

「子どもだけで暗い時間の外出はしない」 

「交通ルールを守り、事故に遭わない」 

「道路などで遊ばず安全な場所で遊ぶ」 

子どもたちの安全を学

校、保護者と地域で協力
し、見守っていきましょう。
よろしくお願いします。 

〇夏型の事故に注意 
 ・あそびーち石狩をはじめとして、海水浴に行く際は、お家
の人（保護者）と一緒に行く。（子どもだけで行かない。） 

 ・プールについては、施設のきまりや約束を守り、安全に利
用すること。 
・外出時は、行先や帰宅時間などをお家の人にかならず
告げてから出かける。 

 ・火遊び、川や用水路近く、道路など、危険な場所での遊
びは絶対にしないこと。 

 ・花火はお家の人と一緒に。 
 
〇児童の外出時の注意 
 ・不要な現金は持ち歩かない。 
 ・買い食い、用のないお店への出入りはしない。 
 ・保護者等が不在の際は、友だちのお家への出入りはしな
い。 

 ・子どもだけで河口橋を渡ることは禁止。 
 ・帰宅時刻を守る。（午後６時には、帰宅。） 
 

 
〇交通安全に注意 
 ・この時期は国道を中心に普段より交通量が増えるので、
いつも以上に交通安全に心がける。 

 ・道路でローラーブレード、スケートボード、キックボードに
は乗らない。 
・自転車の乗り方に注意する。スピードの出しすぎや車道
への急な飛び出しに注意すること。 

 
〇熱中症対策 
・のどが渇いていなくても定期的に水分を補給すること。 

 ・気候にあった服装を心がける。 
 ・規則正しい生活とバランスの取れた食事を基本に、健康
管理を心がける。 

 


